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博士論文審査： 
平田純一から提出された博士論文について、公開発表会が 2 月 12 日に行われ、審査委員と学生
の間で質疑応答が繰り返しなされ、博士論文としての質を十分に確保しているとの結論に至った。 
平田は、レーザーアブレーション ICP質量分析計（LA-ICP-MS）を用いて「マンガン団塊中のレ
アメタル、レアアースの迅速測定とイメージングのための基礎研究」を行った。これまでは、マン
ガン団塊を対象とした、LA-ICP-MSによる元素の定量は、大まかな値を出した文献がわずかに 1, 2
報であり、それ以外には報告がなく、イメージングはまったくなされていない。平田の研究は、
LA-ICP-MSによるマンガン団塊の迅速精密定量とイメージングを行った世界最初の研究である。 
平田純一は、まず、LA-ICP-MSにおける検量線の作成のために、マンガン団塊の標準物質を高純
度の二酸化マンガンで希釈し、これをペレットとして作成した。この方法でマンガン団塊に含まれ
る金属の定量を十分に行えることをまとめて Anal. Sci.に報告した。さらに、レーザーで気化したマ
ンガン団塊と、マンガン団塊を 10 mg程度とり、酸分解法で処理し、ICP-MS で測定した従来のマ
ンガン団塊の定量方法に基づいた結果を比較し、内標準法の必要性を示し、これを分析化学誌にま
とめ、掲載した。さらにマンガン団塊の金属（ppmから％オーダーまで含まれる金属）を一度に測
定する条件を検討し、それをイメージングとして処理するプログラミングも平田が工夫した。この
研究をまとめた論文は Chemical Geology に受理された。さらに平田は表面処理の大学の教科書に
ICP-MSについて、英文で書いた。 
平田純一から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、分析化学、地球化学の分野
における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審
査委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
 最終試験は 2 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。 
また、合同セミナーへの出席回数も 60時間を超えていることを確認した。 
一方、専門知識については公開発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め
十分であると審査委員一同確認した。 
 本博士論文に関する学術論文は以下の 3編が受理または印刷済みである。 
1. Junichi Hirata, Kazuya Takahashi, Miho Tanaka, Determination Method of Multi Elements in 
Ferromanganese Samples by LA-ICP-MS, Analytical Science, 29, p151 - 155, 2013. 
2. 平田純一, 田中美穂, “レーザーアブレーション-ICP-MSによるマンガン団塊の年輪構造に含有す
る微量元素の局所定量分析”, 分析化学, 63, p763-773, 2014. 
3. Junichi Hirata, Kazuya Takahashi, Yu Vin Sahoo, and Miho Tanaka, Laser ablation inductively coupled 
plasma mass spectrometry for quantitative imaging of elements in ferromanganese nodule, Chemical 
Geology, in press. 
さらに、査読有の参考論文 1報、査読なしの参考論文 1報、国際学会での発表 4回、国内学会の
発表 15 回を行っていることを確認した。 
平田は英文で論文 2 報、本を書いており、その過程で、査読者との A4で 16ページに渡る、討論
を英語で行っており、英語の学力については問題ないと判断した。 
以上から、平田純一について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
  
